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表１　本研究で取り上げた文献一覧


















a. 保育者の関係領域 b. 保
育者の保育姿勢領域 c. 保
育のありかた d. 子どもの














の 一 考 察 － 96
年度生の実習に
































































































































































































　460 部を配布し、有効回答 75.8％（346 名）であった。
また、正規職員 217 名、非常勤 34 名、パート・アルバ
イト 86 名、その他にあたる雇用形態は９名であった。
（１）保育者の年齢層
　対象者の年齢層は、20 代前半は 30.6％（106 人）、20
代後半は 14.2％（49 人）、30 代前半は 10.1％（35 人）、
30 代後半は 10.4％（36 人）、40 代前半は 11.8％（41 人）、
40 代後半は 10.7％（37 人）、50 代前半は 6.1％（21 人）、
大阪総合保育大学紀要　第 14 号　2019
− 32 − − 33 −





10.4％（36 人）、５年から 10 年未満は 19.7％（68 人）、
10 年から 15 年未満は 12.7％（44 人）、15 年から 20 年
未満は 12.1％（42 人）、20 年から 25 年未満は 5.5％（19











































１ 語りかけを意識した働きかけ 69.7％（241 人）
２ 一人ひとりの発達に合わせた援助について 66.2％（229 人）
３ 個人差がある子どもへの配慮 63.3％（219 人）
表３　抱っこについて「全くしていない」上位３位
１ 抱っこについて観察していることの記録 11.3％（ 39 人）
２ 保育参観などで、情報提供について 8.7％（ 30 人）
３ 保護者に援助についてのフィードバック 6.1％（ 21 人）
乳児の生活活動における保育者の意識



























































項目 質問項目で時間に関係するもの 「十分している」 「全くしていない」
食　事
食事の開始時間について 68.8％（238 人）  1.4% （  ５人）
保育時間を意識した食事の量 64.7％（224 人）  0.9% （  ３人）
食事にかける時間について 58.4％（202 人）  0.0% （  ０人）
生活リズム
午睡にかける時間について 68.2％（236 人）  0.3％（  １人）
体内のリズムの調和を意識した働きかけ 58.4％（202 人）  0.6％（  ２人）
個人差や夜の就寝時間に応じて、加減の工夫について 56.6％（196 人）  1.2％（  ４人）
午　睡
睡眠の開始・終了時間 66.2％（229 人）  0.3％（  １人）
保育時間を意識した睡眠の量 62.1％（215 人）  0.6％（  ２人）
個人差や体力に応じて、時間の加減の工夫について 57.2％（198 人）  1.2％（  ４人）
排　泄
保育時間を意識した排泄の時間 63.9％（221 人）  1.2％（  ４人）
排泄の開始時間（順番） 51.7％（179 人）  4.0％（ 14 人）
排泄にかける時間について 46.0％（159 人）  3.5％（ 12 人）
着　脱
保育時間を意識した着脱の回数 54.6％（189 人）  2.0％（  ７人）
着脱にかける時間について 50.3％（174 人）  0.9％（  ３人）
個人差や着脱に応じて、量の加減の工夫について 48.3％（167 人）  2.0％（  ７人）
清　潔 保育時間を意識した清潔の関わりの回数の量 48.6％（168 人）  2.0％（  ７人）
抱っこ
保育時間を意識した抱っこの量 46.2％（160 人）  2.6％（  ９人）
個人差や抱っこに応じて、量の加減の工夫について 44.8％（155 人）  1.7％（  ６人）
抱っこ時間について 44.8％（155 人）  2.3％（  ８人）
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（７人）、５～ 10 年未満 16.7％（５人）、10 ～ 15 年未満
6.7％（２人）、15 ～ 20 年未満 3.3％（１人）、20 ～ 25
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　「十分している」6.7％（２人）、「少ししている」
13.3％（４人）、「あまりしていない」23.3％（７人）、
































































16.7％（５人）及び５～ 10 年未満 16.7％（５人）に分
図８　排泄について 図９　着脱について
図 10　清潔について 図 11　生活リズムについて
乳児の生活活動における保育者の意識























































































































Nursery Teachers’ Views on Infants’ Activities of Living
: From the Perspective of Hugging
Masako Murai
Fuji welfare society Early childhood education and care kodomonoie
　Infancy is a foundational period for forming attachments to others. Nursery teachers consider 
these attachments to be an important factor in childrearing. What, then, is the reality of the 
situation in nursery schools? How do nursery teachers view activities of living, and which 
parts of the infant’s activities of living do they focus on during care? In this paper, we consider 
these questions via a survey. I conducted an opinion survey of nursery teachers in the hopes of 
understanding their views on their involvement in cuddle as part of an infant’s activities of living.
　As stated in the National Guidelines for Nursery Centers, infancy is “an extremely important time 
for the child’s lifelong personal development.” Nursery schools, where children spend the majority 
of their time, are presumably important places in their daily lives. However, to our knowledge, no 
previous research has focused on activities of living or hugging in infants. How do nursery teachers 
view activities of living and link hugging to their interactions with children? We focused on nursery 
teachers’ views on activities of living and hugging when conducting this survey. In performing the 
research for this paper, we strongly felt that nursery school practice is changing at a dizzying pace, 
and that we are entering an era where it will be hard to get by on a passion for nursery care alone. 
We also feel that this issue will be the key to ensuring quality nursery care in the future.
Key words：Infant care, activities of living, hugging, involvement of nursery teachers
